
＜教育目標＞

校長　越智 勝也 日 曜

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

15 月

17 水

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

28 日 小学校・地域合同運動会の予備日①

29 月

31 水

日 曜

1 木

2 金

7 水

9 金

10 土 人権を考える日

14 水

16 金

27 火

28 水

30 金

研修会のため、全校５時間授業

音楽鑑賞会

参観日　修学旅行説明会(６年)

行　　事　　内　　容

１年生を迎える会　遠足(雨天時校内)

交通安全教室　ボランティア対面式

㊗みどりの日

ＰＴＡ親子資源回収

内科検診(１～２年)

㊗こどもの日

内科検診(５～６年)

内科検診(３～４年)

運動会係会①　人権を考える日

しらさぎ集会

ボチボチいきましょう！ ＜５月の行事予定＞

西条市立壬生川小学校

し ら さ ぎ令和５年度 ｢共に学び合う やさしく
　たくましい 壬生川っ子の育成｣学校だより[５月号]

愛護班別懇談会（学校で開催）

委員会活動

　草木の緑が美しく、肌に感じる風の心地よい、爽やか
な季節を迎えました。ツツジ・菖蒲・スズラン・バラ・
藤などの花が咲き乱れ、立夏・初夏・薫風・新緑などか
らは、心が躍る思いも湧き出ます。今月は、コロナ禍で
延び延びだった、地域と小学校の合同運動会が控えてお
り、楽しみです。
　さて、新年度になり約１か月。子どもたちは、１年間
の中でも最も緊張感を持ち、いつも以上に張り切って諸
活動に臨んできたと思われます。新しい目標を掲げて取
り組んだり、新しい担任の前で自己伸長を目指したり、
新しい活動にチャレンジしたり、気持ちの張りが続いた
ことでしょう。教職員や保護者の皆様も、子どもたちを
支え導いている日々です。そのような多くの皆さんへ、
この先まだまだ長い１年間を見通し、標記の言葉を贈り
たいと思います。｢ぼちぼち｣には、｢急がず余裕を持
ち、時間を掛けてゆっくり行う｣という意味が込められ
ています。類義語には、｢少しずつ｣｢徐々に｣｢緩やかに｣
｢次第に｣｢追々(おいおい)｣｢次第に｣などがあります。ど
れもいい響きに思え、意識的に使うことも多々ありま
す。
　ところで、飛行機の離着陸は｢魔の11分(離陸３分＋着
陸８分)｣と呼ばれていますが、多くのパイロットは、着
陸より離陸に数倍の緊張感を持って操縦するそうです。
大量の燃料を積み込み、エンジンを最大出力にして滑走
路を駆け抜け、管制室とのやり取りと瞬時に気象状況を
判断しながらの離陸。その後は、短時間で巡航高度へ上
昇させます。その間には、大きなトラブルに繋がる危険
性があるためです。上昇後は、安定した飛行を続け、目
的地に近づくとゆっくり高度を下げながら着陸に向かい
ます。これら一連の飛行過程は、学校の１年間に重ねて
見える思いです。新年度の諸準備を経て、子どもたちを
預かり、新たな流れを子どもたちと次々に確認し合った
４月でした。今月からは、それらを再確認しながら、諸
活動を通して一人一人の成長を支えていきます。
　また、一方では、｢飛行機は乗り物の中でも安全性が
極めて高いこと｣にも結び付け、子どもたちとの丁寧な
関わりに努めます。飛行トラブルは、小さなことでも大
事故に発展しかねません。そのため、多くの視点から機
体の点検・整備をするエンジニア、万全の準備をする操
縦士、状況に応じて冷静かつ迅速・的確に判断する管制
官などが存在します。これに倣い、様々な立場から｢全
教職員が全校児童の担任｣の意識の下、教育活動に当
たっていきたいと思います。地上から飛行機を見上げる
ように、学校の様子をご家庭や地域の皆様も常時見守っ
ていただけると幸いです。少しずつ、ゆっくりでいい、
僅かな子どもたちの歩みを一緒に楽しみたいと願いま
す。
　それでは、感染症関連では大きな変化も待ち受ける中
ですが、引き続く予防対策を適切に見極めながら進めて
いきます。体調管理には、くれぐれも気を付けさせてく
ださい。今月もご支援ご協力の程、よろしくお願いいた
します。

行　　事　　内　　容

運動会練習開始

運動会係会②

小学校・地域合同運動会

繰替休業日(21日に運動会を実施した場合)

㊗憲法記念日

【運動会の開催日と繰替休業日について】
　詳細は、別途プリントを配付しますので、お
確かめください。

【お休みの日は電話対応を控えています】
　緊急の場合は、学校携帯(080-2978-5124)へ連
絡してください。平日の連絡や問い合わせにつ
いても、｢朝７時から・夕17時まで｣にご協力く
ださい。

プール清掃

プール清掃の予備日　委員会活動

学校評議員会①

＜お知らせ・お願い＞

教育相談旬間こころのアンケート

しらさぎ集会　小児生活習慣病検診

歯科検診(４～６年)

＜６月の主な行事＞

歯科検診(１～３年)

クラブ活動①

市Ｐ連球技大会結団式 ＰＴＡ役員会②

　　　　自然の家説明会(５年)

教育相談旬間こころのアンケート

クラブ活動②



＜ ４ 年 生 ＞

　入学して約１か月が経ちました。子どもたちは、小
学校生活にも慣れ始め、回を積み重ねるごとに、でき
ることがどんどん増えています。その都度、褒めて伸
ばしていきたいと思います。
　国語の時間には、ひらがな練習を頑張っています。
鉛筆の持ち方に気を付けながら、一字一字、丁寧に書
いています！しかし、一人で書いていると、正しい書
き順で書くことができないこともあります。
　書き順は最初が肝心です。
ご家庭でも、字の書き順と形
を確認しながら、ひらがなの
練習をしてみてください。

　新学期がスタートして、はや１か月。新しい教室や
新しい教科書、新しい先生…。新しいことに戸惑うこ
ともあったと思いますが、子どもたちは、一生懸命新
しい生活に慣れようと頑張っています。
　生活科の学習で、ミニトマトの苗を植えました。苗
が育ってくると、支柱が必要になります。ご家庭で保
管いただいているあさがおの支柱を、５月８日(月)～
12日(金)の週、荷物の少ない日に持たせてください。
記名をお願いします。必要であれば、新しい水やり用
のペットボトルをご用意ください。
　算数の「長さ」の単元
で使う３０cmの竹のもの
さしは、学校でまとめて
購入します。

＜今月のお知らせ･お願い ～ 特別支援教育 及び 各学年(１～６年)より＞

＜特別支援教育＞

＜ １ 年 生 ＞ ＜ ２ 年 生 ＞

＜すべての子どもたちの幸せのために･･･＞
  4月、新学年のスタート。新しい教室、新しい友達、新しい先生との出会いに、ドキドキ緊張した毎日でした。初めてのこと

は、「うまくできるかな」「失敗しないかな」と心配で不安になるものです。１つ１つの経験を積み重ねながら、子どもたちは

少しずつ成長していきます。

　本校では、全ての児童の教育的ニーズに応じた指導・支援を目指しています。子どもたちの「やって

みよう！」を応援し、「わかった！」「できた！」を一緒に喜びたいと思っています。

　気になることがあれば、各学級担任の他にも、校長（越智)、教頭（山下）、各学級担任、生徒指

導(藤田）、養護教諭(越智）、栄養教諭(河江）、音楽専科（青野）、特別支援教育コーディネータ

ー(小野・吉岡・増田）へ、ご相談ください。「全教職員が全校児童の担任」として、学校生活が、

よりよくなる方法について、保護者のみなさんと共に考えます。

＜ ３ 年 生 ＞

＜ ５ 年 生 ＞

　３年生になり１か月が経ちました。元気な挨拶
から一日が始まり、３年生の教室には、たくさん
の笑顔が溢れています。
　友達と声を掛け合い、いろいろなことに興味を
持って取り組んでいます。新しく始まった社会科
や理科、習字、総合的な学習の時間の勉強も頑
張っています。
　５月中旬から、図画工作科で「カラフルフレン
ド」の学習をします。教科書10・11ページを参考
にして、学校で作りたいものを考えますので、
作品に必要な材料の準備をお願
いします。

　新学期がスタートし、１か月が経ちました。高
学年として、下級生の見本になれるよう、落ち着
いた態度で授業に取り組んでいます。また、係活
動や当番活動、委員会活動等を一生懸命頑張り、
大変頼もしい思いです。これからの活躍を大いに
期待します。
　宿題と合わせて、学習計画カードを記入するよ
うにしています。自分で計画を立て、自主学習等
にも取り組むよう、頑張って
いるところです。ご家庭でも、
学校生活や家庭学習の様子に
ついて、話をしていただけた
らと思います。

　４年生は、いよいようさぎ当番活動がスタートし
ました。５年生から教えてもらった通りに、エサや
りや飼育小屋の掃除を頑張ります。「命を預かる」
ということを考えながら、取り組んでほしいです。

　日記の宿題がスタートしつつ
あります。特別ではない「日常」
の場面を詳しく綴ってほしいな
と思います。「基本的な文章の
書き方」や、「習った漢字を文
章の中で使っていくこと」など
を大切にしていきます。

＜ ６ 年 生 ＞

　最高学年としての１年間がスタートしました。入
学式では、１年生の手を引きながら、優しくサポー
トすることができました。これからも、壬生川小学
校の最上級生として、全校のお手本となる取組を続
けてもらいたいものです。
　総合的な学習の時間で、平和学習に取り組んでい
ます。戦争の悲惨さ、平和の大切さを学び、修学旅
行での学びにつなげていきたい
と思います。折に触れて、どんな学
習をしているのか、家庭での話題の
種にしていただければ幸いです。


